
自分で！

☆振り返り☆

毎日幼稚園へ登園してから、鞄から持ち物を出して帳面にシールを貼ったり、ループタオルをかけたりしています。最初は保育者と一緒
に進めていく中で、自分のマークとは違う場所にタオルをかけたりしてしまう時もありました。その姿をみて様々な場所に大きなマーク
シールを貼ってわかりやすくしたり、朝の集まりの時間にマーク当てクイズなどをしたりしました。すると、少しずつ自分のマークを覚
え、保育者が声をかけるよりも自分で身の回りのことをしようとする姿が見られました。友達のマークも知り、友達が自分のタオルをか
ける場所を探していると「ここよ」と言葉や指差しで教えてあげたり、友達同士で伝え合ったりする姿が見られました。自分でしようと
する姿もある一方でうまくできずに、泣いてしまったり、途中で遊びにいったりしてしまう時もあります。そういった時には子どもの思
いを受け止め、保育者と一緒にしたり、友達に手伝ってもらったりして気持ちを切り替えながらしています。うまくできた時には褒めて、
できた喜びを共有しています。自分ですることの楽しさを積み重ねていくと、自分で考えたり、「やってみよう」という気持ちがもてる
ようになったりするのではないかと思います。子ども達の「自分で！」というサインや、最後まで自分でしようとする姿を見守りながら、
かかわっていきたいです。(自立心・思考力の芽生え・言葉による伝え合い)

作成日:2023年11月20日
対象児:ばら組1歳児

作成者:井川愛莉
ねらい:保育者に見守ってもらう安心感の中で、身の回りのことを自分でやってみようとする。

自分でロッカー
に片づけるよ！

自分で椅子を運んで
片付けれるよ

私のマークあったよ
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